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要 旨

ワールドワイドウェブ上に存在する人物情報を検索するシステムを実現するために，２

つの方法を提案する．第１の方法は，ある職業の人名録を情報源として表解析により人

物情報データベースを自動生成する方法である．この方法では，まず，与えられた職名

（例えば「政治家」）から，検索エンジンとハイパーリンクを用いて，その職業の人名録

を収集する．次に，収集された人名録に対して表解析を適用し，それぞれの人物に対し

て主要情報を抽出する．第２の方法は，与えられた人名からその人物を紹介したテキス

トが存在するページを収集し，それらのページからレイアウト情報を利用してその人物

を紹介した短いテキストを抽出する方法である．
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第 1 章

序論

　ワールドワイドウェブ上では，誰もがいつでも情報を発信でき，個人や企業などから

様々な情報が提供されている．これらの情報は，分散化されていて，その量は膨大であ

る．このような情報源から求める情報を探し出すために，ロボット型検索エンジンと呼

ばれる汎用の検索システムが開発されてきた．この検索システムは，「ロボット」また

は「スパイダー」と呼ばれるプログラムによって，大量のウェブページを自動収集し，

それらページに対するキーワード検索を提供する．そのため，多くの場合，ある検索質

問（クエリ）に対して，大量の検索結果（URL）が得られ，それらの大部分が，求める

情報とはあまり関係がないものであることが多い．したがって，利用者が効率良く情報

収集するのは，困難である．

　この問題を解決する１つの方法として，検索対象のカテゴリを限定した検索システム

が考えられる．検索対象のカテゴリを限定することにより，異なるカテゴリを排除する

ことが可能となるとともに，主要な情報がそのカテゴリによって定まるため，整理され

た情報を利用者に提供することが可能となる．

　本研究では，検索対象を人物とし，人名からその人物の主要な情報を提供する人物検

索システムを実現することを目的とする．このシステムを実現するために，人物の主要

情報を自動収集する次の２つの方法を提案する．

(1) 職業別人名録を利用した情報収集

ウェブ上には，ある職業に属する人物の主要情報をまとめて整理した職業別人名録

が多数存在し，その多くは，表形式で記述されている．このような職業別人名録は，
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人名がわからなくても，職名がわかれば，収集可能である．そこで，職名からその

職業の人名録を見つけ出し表解析を適用することで，効率的に多くの人物に関する

主要情報を収集する方法を提案する．この方法は，オフラインで実行できるため，あ

らかじめ収集した情報をデータベース化し，検索時に，このデータベースを参照し

て利用者に情報提供するアプローチをとることができる．

(2) (1)を補完する形で人名からの情報収集

人名録を利用する方法は，効率良く人物情報を収集することができるが，人名録に

掲載されている人物の情報しか収集できないという問題がある．そこで，人名から

その人物の主要情報を収集するもう１つの方法を提案する．この方法では，人物の

主要情報がテキストで記述されているページを情報源とし，テキスト形式の人物情

報を収集する．テキスト形式の人物情報は，人名の見出しと，その人物を紹介した

テキストからなることが多く，そのレイアウトにいくつかのパターンが見られる．

このレイアウトパターンを利用して情報抽出を行う．この方法による収集は，人名

が与えられないと実行できないため，オンラインで実行する．

　本論文の構成は，以下の通りである．まず，第２章では，検索の対象とする人物情報

について述べ，この人物情報を検索するシステムについて述べる．第３章では，職名か

ら人物情報を自動収集する方法と，この方法を用いて行った実験の結果について述べ，

この方法の有効性を検討する．第４章では，人名から人物情報を自動収集する方法と，

この方法を用いて行った実験の結果について述べ，この方法の有効性を検討する．第５

章では，人物検索システムの有効性について検討し，関連研究について述べる．最後に，

第６章で，結論を述べる．
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第 2 章

人物情報と人物検索システム

　本章では，まず，本研究で検索の対象とする人物情報とはどのような情報であるかを

明確にし，それがウェブ上にどのような形式で掲載されているかについて述べる．次

に，そのような人物情報を検索するシステムの概要に述べる．

2.1　人物情報

　いま，ある論文を手にしているとしよう．このとき，その論文の著者がどのような人

間であるか知りたいと思うことは，比較的よくあることである．このような要求に答え

るために，多くの論文には，     著者紹介著者紹介著者紹介著者紹介著者紹介が存在する．ここには，著者がどのような人物

であるかが簡潔に書かれている．本論文では，著者紹介に書かれるような，その人物に

関する主要な情報のことを人物情報人物情報人物情報人物情報人物情報と呼ぶ．

　人物情報は，次に示すように，情報内容，および，記述形式，の2つの軸によって分

類することができる．

(1) 情報内容による分類

(a) 多くの人間に共通した属性

名前，職業，生年月日，現住所など．

(b) それぞれの職業に固有な属性

例えば，著述家ならば主要著書，政治家ならば所属議会，選挙区など．
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(2) 記述形式による分類

(a) テキスト形式

人物情報をテキストとして記述する．著者紹介などが典型的な例である．

(b) 属性 -属性値集合

人物情報を属性-属性値の集合として記述する．表形式で書かれる場合が多い．

　本研究では，このような人物情報をウェブから収集し，利用者に提供することを目的

とする．

2.2　人名録

　人物情報には，論文の著者紹介のように，単独で存在するもの以外に，多くの人物に

関する情報をまとめて整理した形態で存在するものがある．これらは，通常，人名録，

あるいは，名簿と呼ばれることが多い．典型例として，紳士録や各種の人名辞典，職員

録などがある．

　人名録には，ある職業に属する人物の情報を集めた職業別人名録職業別人名録職業別人名録職業別人名録職業別人名録が存在する．例え

ば，『現代政治家人名辞典』は，1979年以降に実施された公選で選ばれた政治家3671人

を収録した人名辞典である．この人名辞典には，肩書き・職業（所属政党・選挙区），専

攻分野，生年月日，没年月日，出生（出身）地などの情報が記載されている．このうち，

肩書き・職業（所属政党・選挙区）は，2.1節で述べた職業固有属性の典型例である．こ

のように，職業別人名録では，職業固有属性が一意に定まるため，人物情報として掲載

すべき情報を標準化しやすいという長所をもつ．

2.3　ウェブ上の人物情報と人名録

　近年，多くの人物情報がウェブ上に掲載されるようになってきている．これらの情報

は，次に示す３つの形態で存在する．

(1) 個人のホームページ

個人のホームページには，本人の略歴が掲載されていたり，自己紹介のページ（図

2.1参照）など本人の情報を掲載したページへのリンクが存在したりすることが多い．
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図 2.1　自己紹介のページの例
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(2) 人名録ページ

人名録が存在するページを人名録ページと呼ぶ．人名録は，１ページ，または，複

数ページで構成されている．複数ページから構成される場合は，人名録を50音など

で分割する場合と，それぞれの人物に１ページを充てる場合がある．例を図2.2，図

2.3示す．図2.2が示すページは，自由民主党所属衆議院議員名簿一覧（人名録）の

一部であり，氏名があ行から始まる名簿が掲載されている．上部にある「衆議院議

員 - あ行 -か行 -さ行 …」の例えば「か行」をクリックすると，氏名がか行から始

まる議員名簿がブラウザに表示される．図2.3の上部に示すページは，広島大学経済

学部研究者総覧（人名録）であり，各講座の研究者の氏名が掲載されている．例え

ば，その１つである「長尾伸一」をクリックすると，その人物の主要情報が掲載さ

れたページ（図2.3の下部に示すページ）が表示される．

(3) 人名録データベース

人名録は，データベースとして存在する．利用者が入力した人名などのキーワード

からデータベース検索を行い，その結果（人物情報）を提供する．例えば，静岡県

図2.2　表形式の人名録が存在するページの例
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図 2.3　複数ページで構成される人名録の例

上に示すページの「長尾伸一」をクリックすると下に示すページが表示される
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科学技術振興財団のサイトにある研究者データベース1などがある．

これらの形態において，人物情報のレイアウトには，次に示すいくつかのパターンが見

られた．

(1) １名の人物情報によく用いられるレイアウト

●属性名とその値の集合からなり，表，または，属性名とその値の間に「：」な

どの区切りとなる文字を記述したものの集合（図2.4参照），で表現される．

●人名の見出しと，その人物を紹介したテキスト（図2.5参照）からなり，次に示

す形で表現される．

・人名の見出しがあり，その次の行から人物の紹介を記述する．

・人名の見出しの前後に，空行，または，罫線，があり，その次の行から人物

の紹介を記述する．

・人名の見出しの後に，「：」などの区切り文字があり，続けて人物の紹介を

記述する．

・行をインデントして人物の紹介を記述する．

●１ページに１名の人物情報が記述されている場合は，ページの始めに人名の見

出しが存在する．

(2) 複数名の人物情報によく用いられるレイアウト

一覧表（図2.2参照），または，１名の人物情報の列挙，で表現される．後者の場合

は，人物情報の間に，空行，または，罫線，があることが多い．

2.4　人物検索システムの設計

　以上で述べたようなウェブ上での人物情報の特徴を考慮し，人物検索システムを実現

するための人物情報収集方法として，次の２つの方法を採用する．

1 http://www.sstf.or.jp/researcher/
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図 2.5　テキスト形式の人物情報の例

図2.4　属性 -属性値集合の人物情報の例
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(1) 職業別人名録を利用した情報収集

ウェブ上では，職業別人名録が多数存在し，その多くは，表形式で記述されている

(図2.2参照)．したがって，人名録に表解析を適用することで，多数の人物の主要情

報を効率良く収集できる．また，職業別人名録は，人名がわからなくても，職名が

わかれば，収集可能である．すなわち，職名から人物情報を自動収集することが可

能となる．そこで，収集した人物情報をあらかじめデータベースに格納し，検索時

に，このデータベースを参照するアプローチをとる．

(2) (1)を補完する形で人名からの情報収集

人名録を利用する方法は，効率良く人物情報を収集することができるが，人名録に

掲載されている人物の情報しか収集できないという問題がある．この問題を解決す

るために，人名からその人物の主要情報がテキストで記述されているページを見つ

け出しレイアウト解析を適用することで，その人物の主要情報を収集する方法を提

案する．この方法による収集は，人名が与えられないと実行できないため，オンラ

インで実行する．

2.5　システム構成

　本研究で作成したシステムの構成を図2.6に示す．本システムは，次に示す４つのモ

ジュールから構成される．

(1) ユーザインタフェース

検索入力ページを図2.7に示す．検索入力ページには，職名選択肢と，人名入力欄が

存在する．人名は必ず入力することとし，職名は指定しなくてもよい．以下に，職

名が指定された場合と指定されない場合の動作を示す．

(a) 職名が指定された場合

２段階の出力を行う．まず，人物情報データベースから該当するデータを検索

し，その結果をブラウザに表示する．例を図2.8に示す．さらに情報を求める場

合は，結果ページの下部にある「さらに調べる場合は、こちら。」の下線部をク

リックする．これにより，人名と職名をプロフィール収集モジュールに入力し，

このモジュールが収集した人物情報をブラウザに表示する(図2.9参照)．なお，
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データベースに該当データがない場合は，自動的にプロフィール収集モジュー

ルを用いて，その結果をブラウザに表示する．

(b) 職名が指定されない場合

人名をプロフィール収集モジュールに入力し，このモジュールが収集した人物

情報をブラウザに表示する．例を図2.9に示す．

(2) 人物情報収集

職名を入力とし，まず，その職業の人名録が存在するページ（職業別人名録ペー職業別人名録ペー職業別人名録ペー職業別人名録ペー職業別人名録ペー

ジジジジジ）を収集する．次に，それらのページに存在する表形式の人名録から人物情報を

抽出し，人物情報データベースに格納する．人物情報の収集方法については，３章

で述べる．

(3) 人物情報データベース

人物情報収集モジュールが収集した属性-属性値の集合で表現された人物情報が格納

されている．

(4) プロフィール収集

人名と職名，または，人名のみ，を入力とし，その人物の主要情報がテキストで記

述されているページのURLと，それらのページから抽出したテキスト形式の人物情

報（プロフィールプロフィールプロフィールプロフィールプロフィール）を出力する．人物情報の収集方法については，４章で述べる．

図2.6　システム構成

人物情報
データベース

プロフィール収集
（オンライン）

ユーザインタフェース

（人名，職名） 人物情報

人物情報収集
（オフライン）

職名
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図 2.7　検索入力ページ
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図 2.8　データベース検索結果ページ
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図 2.9　プロフィール収集の結果ページ
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第３章

職名からの人物情報の収集

　本章では，職名からその職業に属する人物の主要情報を収集する方法について述べ

る．この方法では，職業別人名録ページを情報源とし，表解析によって属性-属性値の

集合として表現された人物情報を抽出する．

3.1　人物情報収集の概要

　職業別人名録ページには，多数の人物の主要情報が掲載されており，その情報には，

人物の名前，職業，生年月日などの人間にとっての基本的な情報だけでなく，その人物

の職業に固有な情報も存在する．例えば，職業が政治家ならば，どの政党に属するのか，

どの議会の議員であるのかという非常に重要な情報も掲載されている．本研究では，職

業別人名録ページを利用することで，人物情報の収集を効率良く行う．

　人物情報の収集は，次の(1)，(2)の手順で行う（図3.1参照）．

(1) 人名録ページの収集

「政治家」などの職名を入力として，その職業の人名録ページを収集する．まず，人

名録がありそうなページ（候補ページ）をワールドワイドウェブから収集し，次に，

収集した候補ページの中から実際に人名録があるページのみを選別する．

(2) 表解析による人物情報の抽出

収集したページ内に存在する表形式の人名録を解析し，人物情報を抽出する．
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　以下では，3.2節で人名録ページの収集方法について述べ，3.3節で表解析による人物

情報の抽出方法について述べる．

3.2　人名録ページの収集

　人名録ページの収集は，候補ページの収集とそれらのページに対する人名録の有無判

定からなる（図3.1参照）．候補ページの収集は，検索エンジンとリンク情報を利用して

行う．

3.2.1　検索エンジンを用いた候補ページの収集

　候補ページの収集では，職名を入力とし，まず，検索エンジンを用いて候補ページを

図3.1　人物情報の収集手順

人物情報
データベース

WWW
職業別

人名録ページ

表解析による
人物情報の抽出

候補ページの収集 人名録の有無判定

職名
（例：「政治家」）

人名録ページの収集



17

収集する．収集方法は，職名に対して定義されているクエリ（表3.1参照）を検索エン

ジンに入力し，検索結果として得られるURLが示すページを候補ページとして収集す

る．検索エンジンには，goo1，infoseek2，LYCOS3を用い，１クエリにつき，gooから最

大300件，infoseekとLYCOSからはそれぞれ最大100件のURLを収集する．クエリは，

試行錯誤によって決定した．職名が「政治家」の場合は，国会議員，および，地方議員，

の人名録の収集を行うために，「議員名簿」，「議員一覧」，「議員紹介」の３つのクエリ

を設定した．職名が「著述家」の場合は，文学関係の受賞作品をもつ人物の人名録の収

集を行うために，「一覧 and 著者 and 賞」，「リスト and 著者 and 賞」の２つのクエリを

設定した．

3.2.2　リンク情報を利用した候補ページの収集

　検索エンジンを用いて収集したページは，次の３種類に分類できる．

(1) そのページに人名録が存在する．

(2) そのページには人名録が存在しないが，人名録へのリンクは存在する．

例を図3.2，図3.3に示す．これらが示すページは，「議員名簿」を検索エンジンに入

力して収集した候補ページの中に含まれていた．図3.2が示すページでは，「議員名

簿」がハイパーリンクをもち，そのリンク先のページに議員名簿（人名録）が存在

する．図3.3が示すページでは，「埼玉県議会」がハイパーリンクをもち，その数リ

ンク先に議員名簿（人名録）が存在する．

(3) 人名録も人名録へのリンクもない．

「議員名簿」，「議員一覧」，「議員紹介」政治家

「一覧 and 著者 and 賞」，「リスト and 著者 and 賞」著述家

職名 クエリ

表3.1　職名に対して定義されているクエリ

1 http://www.goo.ne.jp/
3 http://japan.infoseek.com/
2 http://www.lycos.co.jp/
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図 3.2　人名録へのリンクをもつページの例１

図3.3　人名録へのリンクをもつページの例２
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　本節では，人名録へのリンクをもったページからリンク情報を利用して，さらに，人

名録ページの候補を収集する方法について述べる．ここでのリンク情報とは，アンカタ

グの開始タグ(<a>)から終了タグ(</a>)までの文字列と，この文字列に併記されたリンク

先ページに関する説明文のことをいう．以後，アンカタグの開始タグと終了タグに挟ま

れている文字列を，アンカ文字列アンカ文字列アンカ文字列アンカ文字列アンカ文字列と呼び，これにアンカタグを含めた文字列を，アンアンアンアンアン

カカカカカと呼ぶ．

　収集手順は，次の３ステップからなる（図3.4参照）．

(1) 候補ページからHTMLタグを利用して次の方法でリンク情報を抽出する．

(a) リストの１項目にアンカが１つだけ含まれている場合，その項目をリンク情報

とする．

(b) テーブルの，行，または，セル，にアンカが１つだけ含まれている場合，その，

行，または，セル，をリンク情報とする．

(c) HTMLソースの１行にアンカが１つだけ含まれている場合，その行をリンク情

報とする．

(d) (a)から(c)のいずれにも該当しない場合は，アンカをリンク情報とする．

図3.4　リンク情報を利用した候補ページの収集手順

リンク情報

リンク先ページ

職名

検索エンジンを用いて
収集した候補ページ

候補ページへの追加

リンク情報の抽出

 条件判定

リンク先ページ
(最大３回繰り返す)
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(2) 抽出したリンク情報に対して条件判定を行う．

条件判定は，あらかじめ定義されているキーワードを用いて行う．そのキーワード

を表3.2に示す．抽出したリンク情報が，以下の３つの条件のいずれかを満たす場

合，そのリンク先のページを候補として収集する．

・アンカ文字列の末尾が＜職種＞または＜職業関連語＞である．

・リンク情報に＜職業関連語＞が存在し，その後に＜ホームページ＞が存在する．

・リンク情報に＜職種＞が存在し，その後に＜名簿＞または＜検索＞が存在する．

(3) 新たに候補ページが得られた場合は，そのページに対して，(1)と(2)の処理を同様に

行う．これは，最大３リンク先まで行う．

3.2.3　人名録の有無判定

　検索エンジンやリンク情報を利用して収集した候補ページには，必ずしも人名録が存

在するとは限らない．そこで，それらから人名録があるページのみを選別する．

表3.2　あらかじめ定義されているキーワード

職名別に定義する
キーワード
（＜職名＞）

職名に関係なく定
義するキーワード

ホームページを表す言葉（9語）

例：「ホームページ」，「HomePage」※など

名簿を表す言葉（12語）

例：「名簿」，「リスト」，「meibo」※など

検索サービスやリンク集を表す言葉（7語）

例：「検索」，「リンク」，「link」※など

職業と関係が深い言葉

例：「政治家」→「衆議院」，「議会」など（6語）

職種である言葉

例：「政治家」→「議員」，「giin」など（4語）

＜ホームページ＞

＜名簿＞

＜検索＞

＜職種＞

＜職業関連語＞

※英語やローマ字のキーワードは，URLと照合する．
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　しばしば，人名録は50音で分割されることがある．例を図3.5に示す．人名録の有無

判定では，このことを利用する．以下では，まず，アルゴリズムで用いる用語を定義する．

(1) 見出し

見出しとは，図や表の見出しを含め，ページ内に存在するすべての見出しを指す．見

出しがハイパーリンクをもつ場合は，ページ内にその見出しの内容（テキスト，画

像）がないことが多い．人名録の有無判定では，人名録の見出しが存在すれば人名

録が存在すると判定するので，誤った判定をしないように，このような見出し（ハ

イパーリンクをもつ見出し）は除く．見出しの抽出には，HTMLタグの見出しタグ

(<h1>など)を利用して抽出する方法が考えられるが，HTMLタグは本来の意味とは

関係なく使用されることが多いので，次に示す方法を用いる．まず，HTMLソース

からアンカ文字列を削除する．次に，画像タグ(<img>)以外のタグで分割した文字列

（画像タグ以外のタグは含まない）のうち，34文字以下のもの（画像タグの文字数は

この数に入らない）を見出しとして抽出する．

(2) ページタイトル

ページタイトルとは，タイトルタグ(<title>，</title>)に挟まれている文字列を指す

（<title>ページタイトル</title>）．

図3.5　50音で分類された人名録の例
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(3) 逆リンク情報

逆リンク情報とは，対象ページをリンクしているリンク情報のことを指す．例えば，

図3.2に示すページには，「議員名簿」がハイパーリンクをもっており，このリンク

先のページに対しては，「議員名簿」が逆リンク情報となる．

(4) 50音文字列

50音文字列とは，50音分割を示す，「あいうえお順」，「50音順」，「あ行」，「あ」，「あ

～お」のような言葉のことをいう．これらの文字列は，文章中にも出現する可能性

がある．文章中にも出現するものを誤って50音文字列と判定しないように，タグで

挟まれている場合，または，括弧などの記号4で挟まれている場合にのみ，50音文字

列と判定する．

(5) 50音アンカ

50音文字列がハイパーリンクをもつ場合に，50音アンカと呼ぶ．50音アンカは，ま

とめて書かれることが多い．図3.5に示す左フレームのページでも，「あ行」，「か行」

などの50音アンカがまとめて書かれている．このような特徴を利用し，50音アンカ

の判定には，あらかじめ用意した50音文字列のパターンを利用する方法以外の方法

も用いる．その方法は，ページ上部からアンカ文字列を順に調べていき，あるアン

カ文字列が50音アンカと判定された場合に，その次のアンカ文字列が，ひらがな，

または，カタカナ，の２文字と，「～」などの記号4，からなる場合は，このアンカ

文字列を50音アンカとする方法である．

(6) 50音アンカの見出し

50音アンカの見出しとは，何の50音であるかを示す言葉のことを指す．例えば，図

3.5における「あ行」の見出しは，「衆議院議員一覧」である．この見出しの抽出は，

50音アンカの前から順に，タグに挟まれている文字列を２つ抽出することで行う．

ただし，この文字列に，50音アンカを含めない．もし，50音アンカが存在する場合

は，さらに，タグに挟まれている文字列を抽出する．例えば，図3.5に示す左フレー

ムのページのHTMLソース(図3.6参照)を用いると，「あ行」の見出しの抽出では，「あ

行」の前で，最初にタグに挟まれている文字列は「 (平成１２年１月２０日現在)」で

4  記号は，漢字，ひらがな，カタカナ，英数字以外の文字を指す．
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あり，次にタグに挟まれている文字列は「衆議院議員一覧 」であるから，「衆議院

議員一覧 (平成１２年１月２０日現在)」が見出しとして抽出される．次の「か行」の

見出しの抽出では，最初にタグに挟まれている文字列は「あ行」であるが，これは

50音アンカであるから，次と，その次にタグに挟まれている文字列からなる「衆議

院議員一覧 (平成１２年１月２０日現在)」が見出しとして抽出される．

　以上で定義した用語を用いて，人名録の有無判定アルゴリズムを以下に述べる．

(1) 候補ページに人名録が存在するかどうかを次の３つの方法で調べる．

(a) 見出し，ページタイトル，逆リンク情報のいずれかに，＜職名＞と＜名簿＞の

両者が存在する場合，人名録が存在すると判定する．

(b) テーブルタグの開始タグ（<table>）から終了タグ（</table>）までの文字列に，

氏名を表す言葉と，職名に対して定義されている職業固有の属性名（表3.3参

照）が含まれている場合，表形式の人名録が存在すると判定する．氏名を表す

言葉には，「氏名」，「名前」，「しめい」，「なまえ」，「名」， ＜職種＞を組み合わ

せたものを用いる．

(c) ページ内にハイパーリンクをもたない50音文字列が存在する，または，同一

ページへリンクしている50音アンカが存在する場合，ページ内に50音で分割

された人名録が存在すると判定する．

<body background="../images/kami_g.gif" bgcolor="#FFFFFF">
<br>
<h3 align="center">衆議院議員一覧</h3>

<p align="center"><font size="3">(平成１２年１月２０日現在)</font></p>

<p align="center"><a href="giin_a.htm" target="main">あ行</a></p>

<p align="center"><a href="giin_k.htm" target="main">か行</a></p>

<p align="center"><a href="giin_s.htm" target="main">さ行</a></p>

図 3.6　図3.5に示す左フレームのページのHTMLソース
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(2) 候補ページ内に50音アンカが存在し，次の条件のいずれかを満たす場合，そのリン

ク先ページに人名録が存在すると判定する．

・50音アンカの見出しに＜職名＞が存在する．

・候補ページ内に人名録が存在する．（(1)の(a)または(b)を満たす場合）

3.3　表解析による人物情報の抽出

　本節では，前節の方法で収集した人名録ページから人物情報を抽出する方法について

述べる．まず，表形式の人名録から人物情報を抽出する．次に，表の見出しから職名別

に定めた人物情報を抽出する．最後に，これらの情報に，職名，解析対象ページのURL

とページタイトル，を加えてデータベースに格納する．

3.3.1　表からの人物情報の抽出

　ワールドワイドウェブ上には，様々なレイアウトの表が存在する．これらの表は，

テーブルタグ（<table>，</table>）を用いて作成した表であるかないか，属性名（フィー

ルド名，レコード名）を明記した表であるかないかで，大きく４つに分けることができ

る．本研究では，テーブルタグを用い，属性名が明記された表を解析対象とする．この

対象となる表のうち，図3.7に示す表を標準形式の表とする．このような表から属性名

とそれに対応する値を判定することで，属性-属性値の集合で表現された人物情報を抽

出する．その際，問題となる表が，次のような表である．

政治家 「政党」，「会派」，「党派」，「選挙区」 

「作品 (名)」，「出版社 (名)」，「出版」，「書名」，「タイトル」著述家

職名 職業固有の属性名

表3.3　職名に対して定義されている職業固有の属性名
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図 3.7　標準形式の表の例

(1) １つの属性名が複数のセルからなる表

例を図3.8に示す．この例の表では，「委員会 総」，「委員会 厚」などの属性名を，「委

員会」と，「総」，「厚」などに分けている．

(2) １つのセルに複数の値が存在する表

例を図3.9に示す．この例の表では，氏名と所属会派の欄に，複数の値が存在してい

る．さらに，各々が対応している．つまり，行タグ(<tr>，</tr>)で表現された１レコー

ドに複数レコードが存在している．

(3) ある属性の欄（行，列）に別の属性の値が存在する表

例えば，氏名の欄に，氏名だけでなく，ふりがなもあることは，よくある．他にも，

図3.10に示すように，「［H P］ http://www.s-abe.or.jp/」などは，明記されたどの属性

名にも属していない．
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図 3.9　１つのセルに複数の値が存在する表の例

図3.8　１つの属性名が複数のセルからなる表の例
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図 3.10　ある属性の欄（行，列）に別の属性の値が存在する表の例

人物情報の抽出では，このような様々な表の構造を正しく把握する必要がある．以下

に，人物情報の抽出手順を示す．

(1) 表とその見出しの抽出

まず，テーブルタグに挟まれている部分に，タグ以外の文字列が１つしか含まれて

いない（<table><tr><td>文字列</td></tr></table>など）場合は，この文字列が見出

しである可能性があるので，この部分のタグを削除し，見出しタグ(<h1>，</h1>)を

挿入する．次に，テーブルタグが，表としてではなく，レイアウトに使用されるこ

とから，次の(a)，(b)の手順で表の抽出を行う．

(a) 罫線のある表を抽出する．

もし，抽出した表の内部にテーブルタグが存在する場合は，そのテーブルに関

するタグを次に示す通りに，別のものに置換，または，削除，する． 行の開始

タグ（<tr>）は，改行に置換する．セルの開始タグ（<td>，<th>），改行タグの

開始タグ（<br>），段落タグの開始タグ（<p>）は，「，」に置換する．その他の

タグは，削除する．

(b) 内部にテーブルタグが含まれてない表を抽出する．

抽出した表の見出しは，次の(a)から(c)の手順で抽出する．
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(a) 表の内部にキャプションタグ（<caption>，</caption>）が存在する場合は，そ

のタグに挟まれている文字列を見出しとして抽出する．

(b) 表の１行目が１セルしかない場合は，そのセルにある値を見出しとして抽出す

る．

(c) 表の上部からHTMLタグを利用して抽出する．

まず，抽出した表より上のHTMLソースを，改行タグ（<br>），および，ブラ

ウザ上で改行を行うタグ(<p>，<hr>など)で分割する．分割された文字列のう

ち，画像タグのみのものと，タグを除くと34文字以下になるものを対象とし，

表に近いものから，次の手順で見出しの抽出を行う．

1. 画像タグのみの場合は，このタグからURLと，alt属性があればその値を抽

出し，これを見出しとする．

2. 見出しタグ（<h1>など）が存在すれば，このタグより後の文字列を見出し

として抽出する．

3. 文字の大きさを標準より大きくするタグ（<big>，<font size=”4”>など）が

存在すれば，このタグより後の文字列を見出しとして抽出する．

5. 文字に色を付けるタグ（<font color=”red”>など）が存在すれば，このタ

グより後の文字列を見出しとして抽出する．

4. 太字タグ（<b>，<strong>）が存在すれば，このタグより後の文字列を見出

しとして抽出する．

(2) 表の標準化

次の(a)から(d)の手順で，表のレイアウトを標準形式の表（図3.7参照）と同様にし，

後の処理で必要となる，表の方向，および，フィールド名の行数（または，レコー

ド名の列数）の判定も行う．

(a) 次の２つの方法を用いて，１セルが複数のセルを越えていない表にする．例え

ば，図3.10に示す表は，図3.11に示す表になる．
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・１行，または，１列，に１セルしかない場合は，そのセルを削除する．

・複数のセルにまたがるセルが存在する場合は，そのセルを分割して同じ

値をもつ複数のセルを設定する．

(b) 表の方向（縦方向，横方向）を判定する．

あらかじめ用意した人物に関する属性名を用いる．具体的には，「氏名」，「年

齢」など８語の基本的な属性名と，職名に対して定義されている職業固有の属

性名（表3.3参照）の両者を用いる．まず，１行２列目から，１行３列目，１

行４列目，と順に，１行目のみに対して，人物に関する属性名と後方一致する

値が存在しないかを調べていく．もし，一致する値が存在すれば，その時点で

横方向と判定する．もし，一致する値が存在しなければ，１列目のみに対して

同様の処理を行う．もし，この処理を行っても，表の方向が判定できない場合

は，この表の解析を放棄する．

(c) フィールド名の行数を判定する．

横方向の表の場合は，１行目と同じ値が何行まで続いているかを調べ，その最

大値をフィールド名の範囲とする．縦方向の表の場合は，横方向の場合の行を

列として同様の処理を行う．

図3.11　図3.10に示す表を標準化した表
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図 3.12　表が結合している表の例

(d) 表が結合している場合（図3.12参照）は，１つの表にする．

１行１列目の値と同じ値が，横方向の表ならば１行目，縦方向の表ならば１列

目，のどこに存在するかを調べる．もし，存在するものがあり，１行１列目か

ら連続して存在したものでなければ，そこを，表の結合の境とする．後は，結

合している表を分割し，１つの表にする．

(3) 標準形式の表からの人物情報の抽出

表に存在する属性名とそれに対応する値を判定し，人名別にこれらの情報をまとめ

ることで人物情報の抽出を行う．ここでは，横方向の表の場合について述べる．縦

方向の表の場合は，横方向の場合の行を列として同様の処理を行う．

(a) フィールド名が氏名の位置（何行何列目）を判定する．

まず，１行目から，１列目，２列目，と順に，フィールド名の部分で，氏名を

表す言葉と一致する値が存在しないかを調べていく．もし，存在すれば，次に，

この位置（＝位置A）の列に存在する値を用いて，ふりがなであるかどうかを

判定する．具体的には，ひらがなのみ，カタカナのみ，英字のみ，のいずれか

の文字列であれば，ふりがなと判定する．ふりがなでないと判定された場合

に，位置Aをフィールド名が氏名の位置とする．この方法で， 位置が判定でき

ない場合は，この表の解析を放棄する．氏名を表す言葉には，「氏名」，「名前」，
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「しめい」，「なまえ」，「名」， ＜職種＞を組み合わせたものを用いる．

(b) １レコードの行数を判定する．

１つの属性名が複数のセルからなる表（図3.8参照）に対応するため，次の３

つの条件をすべて満たす場合のみ，１レコードの行数を１とし，他の場合は，

フィールド名の行数と同じ行数とする．

・フィールド名の行数が２以上である

・フィールド名が氏名の列のフィールド名の部分には，同じフィールド名

しか存在しない．

・フィールド名が氏名の列の最初の値から，フィールド名の行数と同じ数

だけのその列の値の中に，異なる値が存在する．

(c) フィールド名と同じ順に値があるという前提で，フィールド名と値を対応させ

たもの（図3.13参照）を，１レコード分抽出する．ただし，以下の例外処理を

行う．

１つのセルに複数の値が存在する表１つのセルに複数の値が存在する表１つのセルに複数の値が存在する表１つのセルに複数の値が存在する表１つのセルに複数の値が存在する表（（（（（図図図図図 3.93 .93 .93 .93 .9 参照）参照）参照）参照）参照）への対応処理への対応処理への対応処理への対応処理への対応処理

●フィールド名に括弧があり，値にも括弧がある場合は，括弧前と括弧内に

各々分割し対応させる．

●フィールド名が氏名であり，対応する値に改行が存在する場合は，次の1か

ら4の手順で処理を行う．

図3.13　抽出したフィールド名とその値の形式

＜フィールド名＞

＜データ　リンク先ページ＝{“url1” “url2”…}

　 画像ファイル＝{“url1” …}＞タグのない値＜／データ＞

＜／フィールド名＞
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1. 値を改行で分割する．以降，分割されたものを１つの値として扱う．

2. 値がふりがなであるかどうかを判定し，「氏名」（フィールド名），または，

「ふりがな」（フィールド名），とこの値を対にする．（ふりがなの判定方法

は，(3)の(a)で述べた方法と同様である．）

3. ふりがなが複数存在する場合は，氏名，ふりがな，の順，または，逆順，

に存在することが多いことを利用し，１レコード分の氏名とふりがなを判

定する．

4. 氏名が複数存在する場合は，次の方法で１レコード分を抽出する．

まず，他のフィールド名に対応する値に改行が存在するかどうかを調べる．

改行が存在しない場合は，値とフィールド名を対にし，これをすべてのレ

コード（氏名の数だけレコードが存在する）に含める．改行が存在する場

合は，値を改行で分割し，氏名と同数の場合に限り，分割された値それぞ

れとフィールド名を対にし，これらを各々のレコードに含める．

ある属性の欄ある属性の欄ある属性の欄ある属性の欄ある属性の欄（（（（（行行行行行，，，，，列）列）列）列）列）に別の属性の値が存在する表に別の属性の値が存在する表に別の属性の値が存在する表に別の属性の値が存在する表に別の属性の値が存在する表（（（（（図図図図図 3.103.103.103.103.10参照）参照）参照）参照）参照）へへへへへ

の対応処理の対応処理の対応処理の対応処理の対応処理

●抽出した１レコード内で，ある１つの値がいくつかの異なるフィールド名と

対になっている場合は，それらのフィールド名は不適切と判定し，フィール

ド名を「？」に代える．

3.3.2　表の見出しからの人物情報の抽出

　表の見出しには，その表に掲載された人物が何のカテゴリに属するのかという情報が

存在する．このような情報を抽出するために，職名別に表の見出しから得られる情報を

定め，抽出処理を行う．表の見出しから抽出できない場合は，ページタイトルや逆リン

ク情報も利用する．ここでは，実験に用いた２つの職名における抽出処理について述べ

る．
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(1)  職名が「政治家」の場合

表の見出しから役職名（衆議院議員，石川県議員など）を抽出する．抽出方法は，表

の見出し，ページタイトル，逆リンク情報のいずれにも，「候補」や「予定」が含ま

れていないことを条件とし，次の(a)から(c)の手順で行い，抽出できた時点で処理を

終了する．

(a) 表の見出し，ページタイトル，逆リンク情報の順で，次の規則に従って，役職

名を判定する．

・「衆議院」，「衆院」，「衆議」のいずれかが存在する場合は，「衆議院議員」と

判定する．

・「参議院」，「参院」，「参議」のいずれかが存在する場合は，「参議院議員」と

判定する．

・「議員」，「議会」，「会議」の前に地名が存在する場合は，その地名の議員と

判定する．

(b) URLに地名が存在する場合は，その地名の議員と判定する．

次に示すURLパターンを利用して，URLから地名を抽出する．

「http://www.{city, town, vill}.{市町村区名}.{都道府県名}.jp/」

または

「http://www.pref.{都道府県名}.jp/」

例えば，URLが「http://www.city.fujisawa.kanagawa.jp/gikai/meibo.html」である

とすると，「city」から市町村議員と判定し，都道府県名の「kanagawa」と市町

村区名の「fujisawa」を用いて生成した「神奈川県fujisawa_議員」を抽出する．

なお，都道府県名は，数が少ないので，漢字表記とローマ字表記の対からなる

ファイルを用意した．これと照合してローマ字を漢字に変換する．

(c) 表の見出し，ページタイトル，逆リンク情報の順で，「議員」，「議会」，「会議」

の前に，例えば，「国会」があれば「国会議員」，「都」があれば「都道府県議員」，

「市」があれば「市町村区議員」という方法で，「国会議員」，「都道府県議員」，

「市町村区議員」のいずれであるかを判定する．
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(2) 職名が「著述家」の場合

表の見出しから賞名を抽出する．抽出方法は，表の見出し，ページタイトル，逆リ

ンク情報の順で，いずれにも「候補」や「予定」が含まれていないことを条件とし，

「賞」の前にある文字列を，賞名として抽出する．

3.3.3　人物情報データベースへの格納

　人物情報データベースに格納する人物情報の例を図3.14に示す．表解析で得た人物情

報に，職名，解析対象ページのURLとページタイトル，を加えてデータベースに格納

する．ただし，次の条件のいずれかを満たさない場合は，職名に属する人物のみからな

る表でない可能性があるので，職名は人物情報に加えない．

・フィールド名に職名別に定義した職業固有の属性名が存在する．

・表の見出し，ページタイトル，逆リンク情報のいずれかに，＜職業関連語＞が

存在する．

3.4　実験と検討

　これまで述べてきた方法を実装したシステムを作成した．実験では，このシステムを

用いる．実験を行う前に，職名別に，(1)検索エンジンに入力するクエリの定義，(2)＜職

種＞の定義，(3)＜職業関連語＞の定義，(4)職業固有の属性名の定義，(5)表の見出しからの

情報抽出処理の用意，をする必要がある．以下では，職名別に，上述の(1)から(5)に何

を設定したのかを述べ，実験の結果を述べる．

3.4.1　実験１：職名が「政治家」の場合

　実験では，職名を「政治家」とし，国会議員，および，地方議員，の情報収集を行う．

実験前の設定を表3.4に示す．

　結果を表3.5，付録Aに示す． 表3.5には，収集した人物情報を，国会議員，都道府県

議員，市町村区議員，で分類して調べた結果を示す．付録Aには，これらの議員のサブ

カテゴリとなる役職名別に調べた結果を示す．表3.5の各欄は，以下のことを意味する．
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図 3.14　人物情報データベースに格納するデータの例

＜林正夫＞  

　＜選挙区＞＜データ＞広島市 中区＜/データ＞＜/選挙区＞
　＜会派＞＜データ＞自民＜/データ＞＜/会派＞
　＜氏名＞＜データ リンク先ページ={"http://www.hiroshima-cdas.or.jp/pref/gikai/giin/giinprof/hayasi.html"} 

   画像ファイル={"http://www.hiroshima-cdas.or.jp/pref/gikai/gif/hayasi.gif"}
  ＞林 正夫＜/データ＞＜/氏名＞

　＜郵便番号＞＜データ＞730-0052＜/データ＞＜/郵便番号＞
　＜住所＞＜データ＞中区千田町三丁目6ー32＜/データ＞＜/住所＞
　＜電話番号＞＜データ＞082-244-0884＜/データ＞＜/電話番号＞

 
    ＜役職＞広島県議員＜／役職＞

    ＜職業＞政治家＜/職業＞

　＜出典＞＜データ URL="http://www.hiroshimacdas.or.jp/pref/gikai/giin/giin_mei.html"＞
　　　　　　議会とは＜/データ＞＜/出典＞

＜/林正夫＞

- 解析対象ページのURLとページタイトル -

- 職名 -

- 表からの抽出情報 -

データベースに格納するデータ

- 表の見出しからの抽出情報 -
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・役職名：国会議員，都道府県議員，市町村区議員を代表とする．

表の見出しから抽出した役職名を用いて，人物情報を代表とした役職名のいず

れかに分類する．なお，「不定」には，役職名が抽出されていなかった人物情

報が該当する．

・URL数：人物情報を収集したURLの数を示す．

・ページ数：人物情報を収集したページの数を示す．

この数は，２つのページを比較したとき，URLが異なっていても，内容が全く

同じ場合は，１と数える．

・役職数：システムが収集した役職の数を示す．

この役職は，役職名の欄にある役職のサブカテゴリとなるものである．

例えば，役職名が国会議員の場合は，そのサブカテゴリとして，衆議院議員，

および，参議院議員，があり，システムがどちらの人物情報も収集していたら

2となる．

・役職総数：実際に存在する役職の数を示す．

・議員定数との比較結果：システムの収集人数と議員定数を比較した結果を示す．

　国会議員は，そのサブカテゴリとなる役職が２あり，システムはどちらの人物情報も

収集した．ただし，どちらも定員以上の人数が見つかっている（表3.6参照）．この原因

を調べたところ，字体の違い，および，旧人名録と新人名録の混合，がその原因となっ

ていた．

表3.4　「政治家」における設定内容

1.検索エンジンに入力するクエリの定義

2.＜職種＞の定義

3.＜職業関連語＞の定義

4.職業固有の属性名の定義

5.表の見出しからの情報抽出処理の用意

「議員名簿」，「 議員一覧 」，「議員紹介」 を定義する．

「政治家」，「議員」，「seijika」，「giin」 を定義する．

「衆議院」，「参議院」，「議会」，「shugi」，「sangi」，

「gikai」 を定義する．

「政党」，「会派」，「党派」，「選挙区」 を定義する．

役職名（衆議院議員，石川県議員など）の抽出処理を用意する.
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　都道府県議員は，そのサブカテゴリとなる役職が47あり，本システムで利用した検

索エンジン（goo, infoseek, LYCOS）を用いて著者が探したところ，そのうち18に対し

て議員名簿があることが確認された．システムはそのうち13に対して人物情報を収集

した．この13の役職別に，収集人数と，議員定数を比較したところ，定数以下のもの

が1存在した．この原因は，その役職の人名録をシステムがすべて収集していなかった

ことにある．また，ウェブ上での存在が確認されている残り5つの役職に属する人物情

報が全く収集されていなかった原因を調べた．その結果を次の(1)，(2)に示す．

(1) 人名録ページが収集されていなかった（役職数：3）

人名録へのリンクをもつページは収集していたが，そのリンク先にある人名録ペー

ジを収集していなかった．これは，人名録が選挙区で分割されているため，本シス

テムは収集できなかった．本システムは，50音で分割されている場合のみを対象と

している．

(2) 人名録ページから情報抽出されていなかった（役職数：2）

人名録がテーブルタグを用いないで作成した表であったため抽出できなった．

表3.5　役職名別に調べた結果

役職名

1.国会議員

2.都道府県議員

3.市町村議員

不定

合計

URL数

50

30

24

7

111

ページ数

37

26

23

7

86

議員定数との比較結果

定数以上が2件

定数以下が１件

一致

-

-

役職数

2

13

22

-

37

役職総数

2

47（人手18）

3380

-

3429

表 3.6　議員定数との比較

254

546

収集人数

500

252参議院議員

衆議院議員

定数役職名
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図 3.15　抽出した人物情報の中で人名が「木村嘉巳」であるもの

　市町村区議員は，そのサブカテゴリとなる役職名が3380あり，そのうち21に対して

人物情報を収集した．

　表解析は，都道府県議員の人名録を参考に作成したものであるが，他の議員において

も表解析から得た人物情報に属性-属性値の対応が不適切なものは見られなかった．

　抽出した人物情報には，人物の名前，職業だけでなく，政治家である場合に重要な情

報である政党なども存在した．例を図3.15に示す．
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表 3.7　「著述家」における設定内容

「一覧 and 著者 and 賞」，「リスト and 著者 and 賞」を定義する．

「著述家」，「作家」，「著者」，「受賞者」を定義する．

「文学」，「小説」，「エッセイ」，「ミステリー」，「賞」

を定義する．

「作品 (名)」，「出版社 (名)」，「出版」，「書名」，「タイ

トル」を定義する． 

賞名（芥川賞，直木賞など）の抽出処理を用意する．

1.検索エンジンに入力するクエリの定義

2.＜職種＞の定義

3.＜職業関連語＞の定義

4.職業固有の属性名の定義

5.表の見出しからの情報抽出処理の用意

3.4.2　実験２：職名が「著述家」の場合

　実験では，文学関係の受賞作品をもつ人物の情報収集を行う．実験前の設定を表3.7

に示す．

　結果を表3.8に示す．システムが収集した人物情報を調べたところ，23の人名録ペー

ジから942人の人物情報を収集していた．942人の人物情報を調べたところ，次に示す

問題が見つかった．

・著者フィールドにある値を氏名とするため，編集局名などが氏名と判定される．

・表解析は，属性名と同じ順に値があるという前提で行うため，この前提に反す

る表を解析した場合，属性-属性値の対応が不適切なものが抽出される．例え

ば，図3.16に示す表を解析すると，「選考委員」と「読者賞  桜子は帰って来た

か 麗羅」を対応させたものが抽出される．このことが原因で，表からすべての

人物情報が抽出されていなかったものが，実験では４存在した（表3.8参照）．

また，１つの賞に対する人名録ページの数は，１ページである場合がほとんどであっ

た．これは，賞名を与えないで人名録の収集を行ったためで，賞名を与えることでその

賞に関する人名録ページをより多く収集できるだろう．

　抽出した人物情報には，人物の名前，職業だけでなく，著述家である場合に重要な情

報である受賞作品とその賞名なども存在した．例を図3.17に示す．
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(http://www.inv.co.jp/̃baba/book/list/suntry.html)

図 3.16　フィールド名と同じ順に値がない表の例

表3.8　賞名別に調べた結果

賞名

1.読売文学賞 

2.直木三十五賞 

3.谷崎潤一郎賞 

4.鮎川哲也賞 

5.サントリーミステリー大賞

6.小説大賞 

7.吉川英治文学新人賞 

8.日本推理作家協会賞 

9.芥川龍之介賞 

10.日本推理サスペンス大賞 

11.吉川英治文学賞 

12.横溝正史賞 

13.山本七平賞 

14.野間文芸賞 

15.江戸川乱歩賞 

（賞名なし）

合計

収集人数

38

101

30

16

26

261

30 

63

89 

18 

27 

38 

12 

40 

44 

109

942

ページ数

1

1

1 

1

1

4

1

1

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1

5

23

表からの抽出状況

すべて

すべて

すべて

一部

一部

すべて

すべて

すべて

すべて

一部

すべて

一部

すべて

すべて

すべて

すべて

-
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3.4.3　検討

　人物の名前と，職業だけでなく，その職業に固有な情報も収集できており，職業別人

名録を利用した方法は人物情報を収集する方法として有効であると言えよう．

　職業別人名録は，表形式で書かれる場合，フィールド名が明記されていることが多

い．したがって，他の職業においても人物情報の収集が可能である．ただし，表形式で

書かれるのは，人数が少ない場合である．人数が多い場合は，データベースを用いるこ

とが多い．また，より多くの人物情報を掲載するために，それぞれの人物に対してペー

ジを用意する人名録も少なくない．より多くの人物情報を収集するためには，表解析以

外の方法も必要である．

　職業別人名録が50音で分割されることは，どの職業でも有り得ることであるが，職

業によってよく使用される分割の仕方も存在する．例えば，研究者総覧（人名録）なら

ば学部・学科名で分割されることが非常に多い．より多くの人名録を収集するために

は，50音以外で分割された人名録を収集する必要がある．

図3.17　抽出した人物情報の中で人名が「笙野頼子」であるもの
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第４章

人名からの人物情報の収集

　本章では，人名からその人物の主要情報を収集する方法について述べる．この方法で

は，人物の主要情報がテキストで記述されているページを情報源とし，レイアウト解析

を行って，テキスト形式の人物情報を抽出する．

4.1　人物情報収集の概要

　情報源とするテキスト形式の人物情報（プロフィール）が存在するページは，１名の

プロフィールをページ全体に記述したページ（人物紹介ページ人物紹介ページ人物紹介ページ人物紹介ページ人物紹介ページ）と，１名または複数

名のプロフィールをページの一部に記述したページに分けられる．ある人物のプロ

フィールを収集する場合，前者のページが見つかった場合は，このページのURLを収

集する．後者のページが見つかった場合は，求める人物のプロフィールのみを抽出す

る．これを実現するためには，人物紹介ページの判定と，プロフィールの抽出，が必要

となる．

　本研究では，人物紹介ページの判定，および，プロフィールの抽出，をそこでよく用

いられているレイアウトに着目して行う．例えば，人物紹介ページでは，ページの始め

に人名の見出しが存在したり，この見出しを罫線で挟んだりするレイアウトがよく見ら

れる．プロフィールでは，人名の見出しの後に空行があり，その次の行から人物の紹介

を記述する，あるいは，人名の見出しの後の行をインデントして人物の紹介を記述す

る，などのレイアウトがよく見られる．複数名のプロフィールが列挙されている場合

は，これらのプロフィールの間に，空行，または，罫線，があることが多い．



43

　人物情報の収集は，次の(1)，(2)の手順で行う（図4.1参照）．

(1) 候補ページの収集

人名を入力とし，その人物のプロフィールがありそうなページ（候補ページ）をワー

ルドワイドウェブから収集する．

(2) レイアウト解析による人物情報の抽出

収集したページからレイアウト情報を利用してプロフィールを抽出する．さらに，

人物紹介ページであるかの判定も行う．

　以下では，4.2節で候補ページの収集方法について述べ，4.3節でレイアウト解析によ

る人物情報の抽出方法について述べる．

4.2　候補ページの収集

　候補ページの収集では，次の２つの方法を用いる．

(1) 事前に収集した職業別人名録ページからの収集

３章で述べた方法で収集した職業別人名録ページから人名が含まれているページを

候補ページとして収集する．

図4.1　人物情報の収集手順

WWW

人名
（例：「小渕恵三」）

レイアウト解析による
人物情報の抽出

人物情報

候補ページの収集
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(2) 検索エンジンを用いた収集

まず，人名から検索エンジンへ入力するクエリを作成する．次に，このクエリを検

索エンジンに入力して検索結果であるURLが示すページを候補ページとして収集す

る．検索エンジンは，goo，infoseek，LYCOSを用い，最大検索件数は各々10件とす

る．検索エンジンに入力するクエリは，「人名 and 生まれ」，「人名 and 生れ」，「人

名 and 出身」，「人名 and 略歴」，「人名」の５つである．

4.3　レイアウト解析による人物情報の抽出

　本節では，前節の方法で収集した候補ページに対して，レイアウト情報を示すタグを

挿入し，これを利用することでプロフィールを抽出する方法について述べる．１ページ

からプロフィールを抽出する手順を図4.2に示す．まず，HTMLソースにレイアウト情

報を示すタグを挿入するなどの前処理を行う．次に，レイアウト情報が挿入された

HTMLソースと人名を入力として，次の３つの処理を行う．

図4.2　人物情報の抽出手順

人物情報
の抽出

前処理

結果作成

人物紹介ページ
の判定

個人情報リンク
の抽出

（人名，HTMLソース）
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(1) 人物紹介ページであるかどうかを判定する．

(2) 人名の見出しをもつプロフィールを抽出する．

(3) 個人情報が記載されたページへのリンク情報（個人情報リンク）を抽出する．

最後に，これらの結果をURLと共に保存する．以上の手順で，すべての候補ページに

対して同様の処理を行う．以下に，各処理の方法について述べる．

4.3.1　前処理

　ウェブページから情報を抽出する場合，HTMLタグを手がかりとして利用できる．し

かしながら，HTMLタグが不適切に使用されている場合も多く，完全に信用することは

できない．そこで，HTMLソースに対して次に示す(1)，(2)の処理を行う．

(1) 次の方法で，表以外の用途で使用されているテーブルタグを削除する．

(a) タグ以外の文字列が１つしか含まれていないテーブルは，この文字列を見出し

と判定し，見出しタグを挿入する．テーブル関係のタグ（<table>，<tr>，<td>

など）は，削除する．

(b) アンカのみからなるテーブルは，ナビゲーションと判定し，各アンカの前にリ

ストタグ（<li>）を挿入する．テーブルタグは，ulタグに置換し，その他のテー

ブル関係のタグは，削除する．

(c) アンカのみからなる列と，それらのリンク先のページの説明文のみからなる列

をもつテーブルは，リンク集と判定し，各アンカの前にリストタグを挿入する．

テーブルタグは，ulタグに置換し，その他のテーブル関係のタグは，削除する．

(d) 次のいずれかに該当する場合は，ページのレイアウトにテーブルタグを使用し

ていると判定し，セル内の文字列の始めと終わりに段落タグ（<p>，</p>）を挿

入する．テーブル関係のタグは，削除する．

・画像のみからなるテーブル
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・画像のみからなる行（または列）と画像を参照している文のみからなる行（ま

たは列）をもつテーブル

・リストタグや見出しタグが含まれているテーブル

・「です．」などの文末表現の言葉が含まれているテーブル

・(a)から(c)と上述のいずれかに該当するテーブルが含まれているテーブル

(2) HTMLソースにレイアウト情報を示す４種類のタグを挿入する．４種類のタグとは，

空行タグ，改行タグ，罫線タグ，深さ付きのインデントタグである．これら４種類

のタグが示すレイアウト情報を図4.3に示す．空行タグは，ブラウザ表示の際に，そ

こに空行が存在していることを示す．改行タグは，ブラウザ表示の際に，そこが強

制改行されていることを示す．罫線タグは，ブラウザ表示の際に，そこに罫線が存

在していることを示す．深さ付きのインデントタグは，ブラウザ表示の際に，行の

始めがインデントされていることを示し，その深さ別に開始タグと終了タグを用い

る．ある深さのインデントが始まる最初の行の前に開始タグを挿入し，その深さが

終了する最後の行の末尾に終了タグを挿入する．深さは，数字で表し，数が大きく

なるほど深いことを示す．

4.3.2　人物紹介ページの判定

　レイアウト情報が挿入されたHTMLソースと人名を入力とし，人物紹介ページである

かを判定する．判定条件には，あらかじめ定義されているキーワードを用いる．そのキー

ワードを表4.1に示す．次の５つの条件のいずれかを満たす場合，人物紹介ページである

と判定する．

(1) ページタイトルに人名と＜プロフィール＞が存在する．

(2) ページタイトルに人名が存在し，ページの本文に＜略歴＞が存在する．

(3) ブラウザ表示の１行目に人名が存在し，それ以降のテキストに＜略歴＞が存在する．

(4) 最初の罫線の後の行に人名が存在し，それ以降のテキストに＜略歴＞が存在する．

(5) 属性 -属性値集合の人物情報がページ内に１人分のみ存在する．
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c
↓

↑
c

←  →

←  b2  →

} a

} a

} a

} a

} a

} a

d

図4.3　レイアウト情報

a... 空行
b1... インデント（深さ１）
b2... インデント（深さ２）
c... 罫線
d... 改行

b1
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まず，「＜氏名＞，セルタグ（<TD>），人名」，または，「＜氏名＞，区切り文字1，人

名」，の並びからなる文字列がHTMLソース内に存在するかを調べる．存在した場合

は，この文字列に対して，次の２つの条件を共に満たす場合に，ページ内に人物情

報が１人分のみ存在すると判定する．

・この文字列の人名の部分が異なる文字列がHTMLソース内に存在しない．

・この文字列の＜氏名＞の部分を他の＜属性名＞にした文字列がHTMLソース内

に存在する

4.3.3　テキストからの人物情報の抽出

　レイアウト情報が挿入されたHTMLソースと人名を入力とし，人名の見出しをもつプ

ロフィールを抽出する．抽出方法は，次の(1)，(2)に示す．

(1) 「人名の見出し，レイアウト情報を示すタグ，人物紹介のテキスト」の並びからな

る人物情報の抽出

抽出対象となる人物情報の例を図4.4に示す．抽出対象となる人物情報は，人名の見

出しの後に，空行，改行，罫線，インデント，のいずれかが存在し，その後のテキ

ストに「生まれ」などの人物紹介によく使用されるキーワード（人物紹介キーワー

1 区切り文字は，漢字，ひらがな，カタカナ，英数字以外の文字を指す．

表4.1　定義されているキーワード

＜プロフィール＞ プロフィールを表す言葉（「自己紹介」など6語）

＜属性名＞ ＜氏名＞と＜略歴＞に定義されているキーワードと，
「生年月日」，「年令」，「年齢」

＜氏名＞ 氏名を表す言葉（「氏名」，「名前」など4語）

略歴を表す言葉（「略歴」，「経歴」など6語）＜略歴＞

キーワードの種類 定義されているキーワード
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図 4.4　「人名の見出し，空行，人物紹介のテキスト」
の並びからなる人物情報の例

ド）が存在するものである．この人物情報を抽出するためには，ページ内の見出し

と，その本文の領域，を判定する必要がある．以下に，抽出手順を示す．

(a) HTMLソースに確信度付きの見出しタグを，次に示す３つの情報を利用して，

挿入する．

・レイアウト情報：インデントの位置と深さ．罫線，空行，改行の位置．

・書式情報：文字の色，太さ，大きさ．

・テキスト情報：文字列の長さ．「・」などの記号との区別．

まず，空行で分割したもののうち60文字を超えないものと，レイアウト情報

を示すタグで分割したものうち60文字を超えないもの，を見出しの候補とす
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る．次に，候補の見出しに対して，レイアウト情報と，書式情報の２点から，

表4.2に従い，確信度を付ける．表4.2の見方について述べる．まず，書式条

件の欄の「見出しが強調されている．」というのは，見出しが，黒以外の色で

ある，標準の大きさより大きい，太字である，のいずれかに該当する場合を指

す．これらのいずれかに該当する場合は，「見出しが強調されている」の列を

見る．いずれにも該当しない場合は，「見出しが強調されていない」の列を見

る．次に，レイアウト条件の欄を見る．２つの条件が書かれているが，いずれ

かに該当する場合は，その行を見て，先程の書式条件で決まった列と交わると

ころが候補の見出しに付ける確信度となる．いずれにも該当しない場合は，確

信度０とする．確信度は，０から５までの数字で表し，見出しである可能性が

高いものほど数が大きくなる．最後に，確信度が０以上の候補の見出しは，見

出しであると判定する．

(b) 見出しに人名が存在する場合は，その本文を抽出する．

本文の領域は，人名をもつ見出しの次の行から，人名をもつ見出しがあるとこ

ろと同じインデントの深さを基本とし，人名をもつ見出しの確信度と，同じ，

または，高い，見出しがあれば，その前の行までとする．なお，人名をもつ見

出しの次の行からインデントの深さが深くなる場合は，その深い部分を本文の

領域とする．

表4.2　確信度の付け方

※ 見出しの前に，罫線，インデントのいずれかがある場合は２，
　 ない場合は，１とする．

見出しが強調
されている．

見出しが強調
されていない．

5 4

3 ※

レイアウト条件

書式条件

見出しの前後に，
空行，罫線，インデント
のいずれかがある．

見出しの後に，
空行，罫線，インデント
のいずれもない．
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(c) 抽出した本文に，人物紹介キーワードが存在するかどうかを調べる．

人物紹介キーワードとして，「生まれ」，「生れ」，「出身」，「本名」を用いる．こ

れらのいずれかが本文に存在する場合，見出しと共に人物情報として抽出する．

(2) 「人名の見出し，区切り文字，人物紹介のテキスト」の並びからなる人物情報の抽出

抽出対象となる人物情報の例を図4.5に示す．抽出対象となる人物情報は，リストの

１項目としてレイアウトされており，１項目の始めに人名の見出しが存在し，その

後のテキストに人物紹介キーワードが存在するものである．抽出は，次の(1)，(2)の手

順で行う．

(1) リストの１項目を抽出する．

リストの１項目は，HTMLのリストタグを利用して抽出したもの以外に，行頭

が「・」などの記号から始まるものも，次の改行タグまでとして，用いる．

図4.5　 「人名の見出し，区切り文字，人物紹介のテキスト」
の並びからなる人物情報の例
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(2) 抽出したリストの項目のうち，次に示す２つの条件を共に満たすものを，求め

る人物情報として抽出する．

・１項目の始めが，人名，名詞や接尾辞である文字列，区切り文字，を組み合

わせた文字列である．（名詞や接尾辞の判定には，日本語形態素解析システム

JUMAN[12]を使用した．）

・人物紹介キーワードが存在する．（人物紹介キーワードは，(1)の(c)に示したも

のと同様のものである．）

4.3.4　個人情報リンクの抽出

　レイアウト情報が挿入されたHTMLソースと人名を入力とし，HTMLソースに存在す

るリンク情報が，次に示す３つの条件のいずれかを満たす場合，個人情報リンクとして

抽出する．

・アンカの末尾が人名である

・リンク情報に人名と＜プロフィール＞が存在する

・リンク情報に人名と＜ホームページ＞（表3.2参照）が存在する

4.3.5　結果作成

　4.3.1項から4.3.4項で述べた方法で得た情報と，対象ページのURLからなる結果を作

成する．この結果を利用することで，利用者に人物紹介ページのリンク集，プロフィー

ル集，個人情報リンク集を提供することが可能となる．

4.4　実験と検討

　これまで述べてきた方法を実装したシステムを作成した．このシステムは，人名を入

力とするが，その人物の職業も指定した場合は，事前に収集した職業別人名録ページか

ら候補ページの収集を行い，人名のみの場合は，検索エンジンを用いて候補ページの収
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図 4.6　不要な部分を含まない正解プロフィールの例

集を行う．実験では，このシステムを用い，人名の見出しをもつプロフィールの収集状

況について調べる．その際，抽出したプロフィールの正解，不正解の判断を行うが，こ

れは，著者が行ったものである．

　正解プロフィールの例を図4.6に示す．正解としたプロフィールは，対象人物のプロ

フィールが含まれているものである．つまり，不要な他のテキストが含まれていても正

解とした．ただし，対象人物のプロフィールは，数文以上からなるものであり，対象人

物の紹介を目的として記述されたテキストとする．例えば，図4.7に示すプロフィール

は，不正解とする．不要な他のテキストが含まれている場合には，対象人物以外のプロ

フィールも含まれている場合と，プロフィール以外のテキストも含まれている場合，が

ある．各々の例を図4.8，図4.9に示す．
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図 4.7　不正解プロフィールの例

図4.8　対象人物以外のプロフィールも存在する正解プロフィールの例
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図 4.9　プロフィール以外のテキストも含む正解プロフィールの例
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4.4.1　実験１：人名と職業を指定した場合

　実験では，人名と職名を入力とし，その職業の人名録ページから人物情報を収集す

る．人名録ページは，３章の実験で収集したものを用い，人名は，３章の実験で収集し

たもののうち，ランダムに選んだ，参議院議員50名と，著述家128名，を用いた．

　参議院議員50名の結果を表4.3，表4.4に示す．50名のうち4名からプロフィールを

収集した．ただし，4名のうち1名は不正解のプロフィールしか存在しなかった．収集

したプロフィールは，全部で3件あり，そのうち正解は2件であった．収集件数がかな

り少ないのは，情報源とした人名録ページに存在する人物情報は，表形式のものがほと

んどであるためである．

　著述家128名の結果を表4.5，表4.6に示す．128名のうち34名からプロフィールを収

集した．ただし，34名のうち3名は不正解のプロフィールしか存在しなかった．した

がって，正解プロフィールを収集していた人数は，全体の24%であった．収集したプロ

フィールは，全部で69件あり，そのうち正解は59件であった．

表4.3　実験１の人物情報の収集状況（参議院議員 50名）

表4.4　実験１の収集プロフィールの状況（参議院議員 50名）

正解プロフィール

2件

0件

2件

不要な部分

ない

ある

合計

不正解プロフィール

-

-

1件

合計

4名

10名※

36名

収集状況

プロフィールあり

他の情報のみ

情報なし

不正解プロフィールのみ

1名

-

-

正解プロフィールを含む

3名

-

-
※個人情報リンクのみである人物が9名存在した．残り1名は，個人情報リンクと人物紹介ページ
　のURLを収集していた．
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表 4.5　実験１の人物情報の収集状況（著述家 128名）

表4.6　実験１の収集プロフィールの状況（著述家 128名）

合計

34名

17名

77名

収集状況

プロフィールあり

個人情報リンクのみ

情報なし

不正解プロフィールのみ

3名

-

-

正解プロフィールを含む

31名

-

-

（本文に含まれている「生まれ」は「浅田次郎」のプロフィールとは関係がない）

図4.10　不正解プロフィールの例

正解プロフィール

53件

6件

59件

不要な部分

ない

ある

合計

不正解プロフィール

-

-

10件
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　プロフィールとして不適切なものを抽出した原因は，人名をもつ見出しの本文にその

人物を紹介したテキストが存在するかどうかの判定方法にある．本システムは，「生ま

れ」などの人物紹介によく使用されるキーワードが含まれているかいないかで判定して

いる．そのため，含まれていたキーワードが人物紹介とは関係がないものであっても，

人物を紹介したテキストが存在すると判定してしまう．例えば，図4.10に示すものがプ

ロフィールとして抽出されていた．

4.4.2　実験２：人名のみを指定した場合

　実験では，人名を入力とし，検索エンジンを用いて収集した候補ページから人物情報

を収集する．人名は，前項と同様のものを用いる．なお，ここで収集する人物情報は，

職名に関係なく収集した人物情報である．つまり，参議院議員の名前を入力しても，そ

の名前をもつ人物の情報であれば，人物が参議院議員でなくてもよい．

　参議院議員50名を用いた結果を表4.7，表4.8に示す．50名のうち19名からプロフィー

ルを収集した．ただし，19名のうち5名は不正解のプロフィールしか存在しなかった．

したがって，正解プロフィールを収集していた人数は，全体の４分の１くらいであっ

た．収集したプロフィールは，全部で31件あり，そのうち正解は23件であった．

　著述家128名を用いた結果を表4.9，表4.10に示す．128名のうち109名からプロフィー

ルを収集した．ただし，109名のうち5名は不正解のプロフィールしか存在しなかった．

したがって，正解プロフィールを収集していた人数は，全体の81%であった．収集した

プロフィールは，全部で588件あり，そのうち正解は459件（78%）であった．

　プロフィールとして不適切なものを抽出した原因は，２つあった．１つは，前項で述

べた原因と同じである．もう１つは，見出しに人名が存在するかどうかの判定方法にあ

る．本システムは，人名の文字列が含まれていないかどうかで判定している．そのため，

含まれていた文字列が人名そのものでなくても，見出しに人名が存在すると判定してし

まう．例えば，図4.11に示すものがプロフィールとして抽出されていた．
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表 4.9　実験２の人物情報の収集状況（著述家 128名）

表4.10　実験２の収集プロフィールの状況（著述家 128名）

正解プロフィール

416件

43件

459件

不要な部分

ない

ある

合計

不正解プロフィール

-

-

129件

合計

109名

5名

14名

収集状況

プロフィールあり

個人情報リンクのみ

情報なし

不正解プロフィールのみ

5名

-

-

正解プロフィールを含む

104名

-

-

表 4.7　実験２の人物情報の収集状況（参議院議員 50名）

表4.8　実験２の収集プロフィールの状況（参議院議員 50名）

合計

19名

29名※

2名

収集状況

プロフィールあり

他の情報のみ

情報なし

不正解プロフィールのみ

5名

-

-

正解プロフィールを含む

14名

-

-
※個人情報リンクのみが9名．残り20名は，人物紹介ページのURLが存在した．

正解プロフィール

22件

1件

23件

不要な部分

ない

ある

合計

不正解プロフィール

-

-

8件
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（「村上龍」を入力として，「村上龍大」の情報も収集している．）

（「庵野秀明」を入力として，小惑星の「庵野秀明」の情報も収集している．）

図4.11　不正解プロフィールの例
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4.4.3　検討

　以下に，実験結果をまとめる．

・収集したプロフィールは，全部で691件あり，そのうち正解は549件（79%）で

あった．

・実験に用いた178名のうち161名（90%）から有用な情報を収集していた．ただ

し，参議院議員名を用いた場合は，プロフィールが収集されることは少なく，人

物紹介ページのURLが収集されることが多かった．

　本システムは，ウェブ上にプロフィールが存在する人物の名前が入力された場合，有

用な情報を提供することが可能である．ただし，参議院議員のように，ウェブ上にプロ

フィールが多く存在しない人物に対しては，人物紹介ページのURLを１つだけ提供す

るという状況になることが多い．より多くの情報を提供するためには，ウェブ上にすで

に存在しているプロフィールを抽出するだけでは不十分である．
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第５章

検討と関連研究

　本章では，作成した人物検索システムの有効性について検討し，関連研究について述

べる．

5.1　検討

　人物検索システムを評価する際に，どのような人物に関する情報をどれくらい提供で

きるのか，そしてその情報は信用できるのかが重要になる．これらについて，以下に述

べる．

(1) 情報提供できる人物

本システムは，表形式の職業別人名録に掲載されている人物，および，ウェブ上に

プロフィールが存在する人物，の情報を提供することが可能である．ただし，前者

の人物に関しては，収集できない人物も多く存在する．より多くの人物情報を収集

するためには，50音以外で分割された人名録も収集するなど人名録の収集方法を改

良する必要がある．また，より多くの人物に対して情報提供を可能にするためには，

ウェブ上にすでに存在しているプロフィールを抽出するだけでは不十分である．

(2) 提供する人物情報

本システムは，人物情報が掲載されたページのURLだけでなく，表解析を用いて抽

出した属性-属性値集合の人物情報，および，レイアウト解析を用いて抽出したテキ

スト形式の人物情報，も提供する．実験の結果より，これらの抽出情報は，適切な
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ものである可能性が高いことが明らかになった．したがって，利用者は，本システ

ムの検索結果のページから有用な情報を効率良く収集することが可能である．なお，

本システムは，収集した人物情報の統合を行っていない．利用者に提供する際には，

抽出した人物情報と，その出典となるウェブページのURL，を対にしたものを列挙

している．

(3) 情報の信頼性

本システムは，ワールドワイドウェブ上の情報を利用しているため，情報の信頼性

の問題は非常に重要であるが，この問題の積極的な解決を行っていない．利用者自

身が信頼できる情報であるかどうかを判断できるように，情報源のURLを提供する

ことでこの問題を回避している．

5.2　関連研究

　検索対象を人物とした既存のシステムには，個人のホームページを探し出すAhoy![1]

や，gooのように人名からその人物に関するページを検索する機能をもったロボット型

検索エンジンが存在する．これらは，URLを提供するのに対し，本システムは，URL

だけでなく，ページに掲載されている人物情報の提供も行う点に大きな違いがある．

　本システムの中心技術は，情報源となるウェブページの収集と，ウェブページからの

情報抽出である．以下に，これらの技術の関連研究について述べる．

　あるカテゴリのウェブページを収集する方法として，そのカテゴリ特有のURLパター

ンを利用する方法[1][2]や，そのカテゴリのリンク集を利用する方法[2][3][4]，そのカテ

ゴリのホームページを利用する方法[5][6]が提案されている．本研究でも，これらが有

効に働くことを利用する．

　ウェブページから情報を抽出する場合，HTMLタグを手がかりとして利用できる[7]．

しかしながら，HTMLタグが不適切に使用されている場合も多く，完全に信用すること

はできない．情報抽出などの応用処理を容易にするために，あるタグセットを設定し，

それに従い，あらかじめページにタグを付加しておく方法も提案されている[8][9]．本

研究では，そのようなタグを仮定せずに自動抽出を実現する立場をとっている．

　情報抽出の１つの方法として，表解析を用いる．ウェブ上には，表形式の人名録が多
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数存在し，そのレイアウトは様々である．本研究では，このような様々な表の構造を正

しく把握する必要があり，単純な表を解析する方法[10]では，不十分である．

　テキストから人物情報を抽出する研究としては，新聞記事から表層パターンに基づい

て人物情報を抽出する西野らの研究[11]がある．本研究では，ワールドワイドウェブ上

に存在する職業別人名録を利用するという点に大きな違いがある．
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第６章

結論

　検索対象のカテゴリを限定した検索システムは，絞り込まれた結果を提供することが

できる．本研究では，検索対象を人物とし，人名からその人物の主要情報を提供する人

物検索システムを実現した．本システムにより，利用者は，効率良く人物情報を収集す

ることができる．本システムが提供する人物情報は，次に示す２つの方法を用いて収集

したものである．

　第１の方法は，職名から人物情報を自動収集する方法である．まず，職名からその職

業の人名録ページを自動収集する．次に，収集したページから表解析を行うことで属

性-属性値集合で表現された人物情報を収集する．この方法を用いて行った実験結果は，

次の通りである．

・「政治家」を対象とした実験では，2245人の情報を収集した．ただし，「著述家」

を対象とした実験では，833人しか情報収集しなかった．

・「政治家」の場合は，すべての人物に対して適切な属性-属性値対応の情報を収

集した．ただし，「著述家」の場合は，68人に対して，１つだけ不適切な対応の

情報が存在していた．

これらの結果より，人物情報の内容がよいものを収集できることが明らかになった．た

だし，職業によって，あまり多くの人物を収集できない．より多くの情報を収集するた

めに，職業別人名録ページの収集に改良が必要である．

　第２の方法は，人名から人物情報を自動収集する方法である．まず，人名からその人
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物のプロフィールが存在するページを自動収集する．次に，収集したページからレイア

ウト解析を行うことでその人物のプロフィールを収集する．この方法を用いて行った実

験結果は，次の通りである．

・実験に用いた178名のうち161名（90%）から有用な情報を収集していた．ただ

し，参議院議員名を用いた場合は，プロフィールが収集されることは少なく，人

物紹介ページのURLが収集されることが多かった．

・収集したプロフィールは，全部で691件あり，そのうち正解は549件（79%）で

あった．

これらの結果より，ウェブ上にプロフィールが存在する人物の名前が入力された場合，

有用な情報を収集できることが明らかになった．ただし，参議院議員のように，ウェブ

上にプロフィールが多く存在しない人物に対しては，有用な情報源が数URLしかない

という状況になることが多い．より多くの情報を提供するためには，ウェブ上にすでに

存在しているプロフィールを抽出するだけでは不十分である．
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付録 A　実験結果

国会議員のサブカテゴリとなる役職名別に調べた結果を表A.1に示す．表内の「（国会

議員）」には，役職名が国会議員であると判定したが，そのサブカテゴリまでは判定で

きなかった人物情報が該当する．以下の表も同様である．

都道府県議員のサブカテゴリとなる役職名別に調べた結果を表A.2に示す．

市町村区議員のサブカテゴリとなる役職名別に調べた結果を表A.3に示す．
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表A.1　国会議員の収集状況

表A.2　都道府県議員の収集状況

役職名

1.参議院議員

2.衆議院議員

（国会議員）

合計

URL数

17

32

1

50

ページ数

13

23

1

37

議員定数との比較結果

定数以上

定数以上

-

-

役職名

1.香川県議員 

2.徳島県議員 

3.長野県議員 

4.岐阜県議員

5.奈良県議員 

6.栃木県議員

7.京都府議員 

8.北海道議員 

9.岡山県議員

10.埼玉県議員

11.広島県議員 

12.岩手県議員 

13.群馬県議員 

（都道府県議員）

合計

URL数

4

2

1

2 

1

8 

1

1

3

2

1

1

1

2

30

ページ数

2 

1 

1

1

1

8

1

1

3

2

1

1

1

2

26

議員定数との比較結果

一致

一致 

一致

一致

一致

定数以下

一致

一致

一致

一致

一致

一致

一致

-

-
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表A.3　市町村議員の収集状況

役職名

1.文京区議員 

2.長岡京市議員 

3.名瀬市議員

4.草加市議員 

5.神奈川県fujisawa_議員※ 

6.津久見市議員 

7.新区議員 

8.富士市議員 

9.徳島市議員 

10.静岡県shizuoka_議員※

11.上福岡市議員 

12.千葉県ichikawa_議員※

13.秋田県akita_議員※

14.大府市議員 

15.下関市議員 

16.黒部市議員 

17.滋賀町議員 

18.井川町議員 

19.西伊豆町議員 

20.甲府市議員 

21.大東町議員 

（市町村区議員）

合計

URL数

1

1

2

1 

1

1 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2
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ページ数

1

1

1

1 

1

1 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2
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議員定数との比較結果

一致

一致

一致

一致

一致

一致

一致

一致

一致

一致

一致

一致

一致

一致 

一致

一致

一致

一致

一致

一致

一致

-

-

※ローマ字は，URLから抽出したものをそのまま使用しているためである．


